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保険料の払込みPOINT1

この商品はマニュライフ⽣命を引受保険会社とする⽣命保険です。
預⾦とは異なり、元本割れすることがあります。
特別勘定の運⽤実績等により、損失が⽣じることがあります。

POINT3

POINT2

※図は契約内容の変更等が無かった場合のイメージです。
※図はイメージであり、積⽴⾦の合計額、死亡・⾼度障害保険⾦額、

満期保険⾦額等を保証するものではありません。
※契約内容によって、積⽴⾦の合計額・解約返戻⾦額等の推移は

異なります。

保険料払込期間中、⼀定額の保険料をお払込みいただきます。保険料の払込回数は、⽉払・半年払・年払から選べます。

保険期間満了時の「積⽴⾦の合計額」が満期保険⾦となります。
満期保険⾦の取扱いを3種類（受取る*1 、保障を継続*2、運⽤を継続*3）から選べます。

※解約返戻⾦額および満期保険⾦額には最低保証はありません。
特別勘定の運⽤実績によって、満期保険⾦額が払込保険料の
合計額を下回り、損失が⽣じるおそれがあります。

万⼀に備えながら、積⽴⾦を特別勘定で運⽤して資産づくりをします。
ニーズにあわせて、2つのタイプから選択できます。

2025年11⽉版

万⼀の保障 ＋ 資産づくり

保険期間満了時の選択

■ 特徴

［イメージ図］

＊2 災害保障付⼀時払終⾝保険に変更
＊3 ⼀時払の変額保険Ⅰ型（有期型）に変更

※お申込み後にタイプの変更はできません。

＊1 ⼀時⾦または、確定年⾦（5年または10年）で受取る

ご契約者さま⽤商品説明資料
商品名称正式名称

こだわり変額保険v2変額保険Ⅰ型（有期型）

●契約後すぐに基本保険⾦額の保障が確保できます。死亡または⾼度障害になったとき、死亡・⾼度障害保険⾦を受取れます。
●特定疾病保険料払込免除特約A型(変額保険⽤)を付加すると、保険料払込期間中にガン･急性⼼筋梗塞･脳卒中で

所定の状態になったとき、 以後の保険料の払い込みが免除されます。
※ガンの保障は、この特約の責任開始期の属する⽇からその⽇を含めて91⽇⽬からとなります。

●払込んだ保険料を積⽴⾦として運⽤します。
※保険料や積⽴⾦から、保険関係費や運⽤関係費を差し引きます。

●運⽤先は、複数の特別勘定から選べます。
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第1保険期間の選択＋保険料を払込みPOINT1

この商品はマニュライフ⽣命を引受保険会社とする⽣命保険です。
預⾦とは異なり、元本割れすることがあります。
特別勘定の運⽤実績等により、損失が⽣じることがあります。

POINT3

POINT2

契約時に第1保険期間を10年・15年のいずれかから選択します。
保険料払込期間中、⼀定額の保険料をお払込みいただきます。
保険料の払込回数は、⽉払・半年払・年払から選べます。

保険期間満了時の「積⽴⾦の合計額」が満期保険⾦となります。
満期保険⾦の取扱いを3種類（受取る*1 、保障を継続*2、運⽤を継続*3）から選べます。

●第1保険期間の死亡保険⾦額は抑制されています。
●第1保険期間終了後に基本保険⾦額の保障が確保できます。
●払込んだ保険料を積⽴⾦として運⽤します。

※保険料や積⽴⾦から、保険関係費や運⽤関係費を差し引きます。
●運⽤先は、複数の特別勘定から選べます。

万⼀の保障 ＋ 資産づくり

保険期間満了時の選択

■ 特徴

［イメージ図］

＊2 災害保障付⼀時払終⾝保険に変更
＊3 ⼀時払の変額保険Ⅰ型（有期型）に変更

※告知なしタイプは、⾼度障害に対する保障はありません。
※図は契約内容の変更等が無かった場合のイメージです。
※図はイメージであり、積⽴⾦の合計額、死亡保険⾦額、満期保険

⾦額等を保証するものではありません。
※契約内容によって、積⽴⾦の合計額・解約返戻⾦額等の推移は

異なります。

※解約返戻⾦額および満期保険⾦額には最低保証はありません。
特別勘定の運⽤実績によって、満期保険⾦額が払込保険料の
合計額を下回り、損失が⽣じるおそれがあります。

※お申込み後にタイプの変更はできません。

＊1 ⼀時⾦または、確定年⾦（5年または10年）で受取る

第1保険期間が10年の場合

保険⾦額保険期間

⽉払基準保険料 × 経過⽉数 ※経過⽉数は、契約⽇から被保険者の死亡⽇までの⽉数（⽉数未満切り上げ）第1保険期間

基本保険⾦額第2保険期間

*保険⾦額は、保険期間によって異なります。
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⽀払事由受取⼈⽀払⾦額

被保険者が保険期間中に
死亡したとき死亡保険⾦受取⼈次のいずれか⼤きい額

① 積⽴⾦の合計額
② 基本保険⾦額

死亡保険⾦

被保険者が保険期間中に所定の
⾼度障害状態に該当したとき被保険者＊1⾼度障害保険⾦

被保険者が保険期間満了時に
⽣存しているとき満期保険⾦受取⼈積⽴⾦の合計額満期保険⾦

＊1 契約者が法⼈で、かつ死亡保険⾦受取⼈および満期保険⾦受取⼈の場合には契約者にお⽀払いします。

■ 保障内容

⽀払事由受取⼈⽀払⾦額

被保険者が保険期間中に
死亡したとき死亡保険⾦受取⼈

次のいずれか⼤きい額
① 積⽴⾦の合計額
② 保険⾦額

死亡保険⾦

被保険者が保険期間満了時に
⽣存しているとき満期保険⾦受取⼈積⽴⾦の合計額満期保険⾦

②保険⾦額 は、次のとおり計算します。

＊ 契約⽇から被保険者の死亡⽇までの⽉数（⽉数未満切り上げ）

保険⾦額保険期間

⽉払基準保険料 × 経過⽉数*第1保険期間

基本保険⾦額第2保険期間

■ 契約後の取扱い

「特別勘定のしおり」や「マニュライフ⽣命ホームページ」をご参照ください。特別勘定

選択している特別勘定の積⽴⾦を、別の特別勘定へ移転することができます。スイッチング

1%設定単位

1保険年度、12回まで無料
13回以上は1回あたり2,500円*

* 1回のスイッチングで複数の特別勘定の積⽴⾦を移転
する場合、スイッチング⼿数料を移転元のそれぞれの
積⽴⾦額で按分して差し引きます。

費⽤

今後払込む保険料の繰⼊割合を変えることができます。繰⼊割合の変更

1%設定単位無料費⽤

次のページへ続く
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 お客さまの⼝座から保険料の引落しができない場合などに、契約を有効に継続させる機能です。
 保険料払込の⾃動停⽌が⾏われても、基本保険⾦額は変わりません。
 保険料払込の⾃動停⽌は、お客さまからあらかじめ申し出があった場合は取扱いしません。

保険料払込の
⾃動停⽌

保険期間満了の際に、満期保険⾦を⼀時払保険料として⼀時払の変額保険I型（有期型）へ
変更することで、運⽤を継続することができます。

⼀時払の変額保険I型
（有期型）への変更

 保険期間満了の際に、満期保険⾦をもとに災害保障付⼀時払終⾝保険へ変更することで、
特別勘定による運⽤を⾏わない⼀⽣涯の保障を受けることができます。

 災害保障付⼀時払終⾝保険に変更する場合の積⽴⾦額は変更前契約の満期保険⾦額と
同額とし、変更時の積⽴⾦額を災害保障付⼀時払終⾝保険の基準保険⾦額とします。

災害保障付⼀時払
終⾝保険への変更

可能

※ 解約返戻⾦額は、積⽴⾦
額から解約控除を差し引い
た⾦額となります。

※ 契約⽇から10年以内の解
約には、解約控除がかかり
ます。

※ 解約した場合、ご契約は
消滅します。

解約

可能

※ 契約⽇から10年以内の
減額には解約控除がかかり
ます。

※ 減額部分は解約されたもの
として取り扱います。

基本保険⾦額の減額

ありません。更新ありません。契約者配当⾦

 お客さまのお申出では、保険料払込の停⽌は⾏いません。
 保険料払込の猶予期限内に保険料のお払込みがないと、猶予期間満了⽇の翌⽇にご契

約は、告知ありタイプの場合、失効します。告知なしタイプの場合、解除となります。ただし、
保険料払込の⾃動停⽌が可能な場合、契約を有効に継続させます。

 保険料払込の⾃動停⽌中も、特別勘定での運⽤は継続され、保険関係費（保険料の収
納に必要な費⽤を除く）・運⽤関係費がかかります。

 保険料払込の⾃動停⽌中は、保険料払込⽅法等の契約内容の変更は取り扱いません。
また、保険料払込の⾃動停⽌が⾏なわれた保険料をその後払い込むことはできません。

 保険料払込の⾃動停⽌が⾏われた場合､通常どおり保険料の払込みがあった場合と⽐べ､
積⽴⾦の合計額は少なくなります｡

 法⼈契約、個⼈事業主契約の場合、保険料払込の⾃動停⽌はお取扱いできません。

保険料払込の猶予期間満了⽇に、積⽴⾦の合計額が会社の定める次の⾦額以上であること条件

※ 特定疾病保険料払込免除特約A型（変額保険⽤）付加時は、特約保険料も含む。
※ 猶予期間は、告知ありタイプは払込期⽉の翌⽉１⽇から末⽇、

告知なしタイプは払込期⽉の翌⽉１⽇から翌々⽉末⽇までです。
停⽌期間

次のページへ続く



 保険料の払込みが困難になったとき等、保険料を払わずに契約を有効に続けられます。
 解約返戻⾦をもとに払済保険に変更します。

払済保険

払済定額終⾝保険払済の変額保険I型（有期型）種類

終⾝5年保険期間

契約⽇から2年経過後の保険料払込期間中*契約⽇から2年経過後の保険料払込期間中変更できる時期

特別勘定での運⽤は⾏いません。変更前と同じ特別勘定で運⽤を継続する。特別勘定
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■ 付加できる特約

被保険者が、悪性新⽣物（ガン）、急性⼼筋梗塞または脳卒中に罹患し、所定の状態*に
該当したとき、その後の保険料の払込みが免除となります。

特定疾病保険料払込免除
特約Ａ型（変額保険⽤）
（告知ありタイプのみ）

契約の10年後から⽬標額の到達状況を判定して、運⽤成果を⾃動的に確保する特約です。
⽬標到達時災害保障付終
⾝保険移⾏特約

保険⾦を確定年⾦(5年または10年)でお⽀払いする特約です。無配当年⾦特約

被保険者が受取⼈となる保険⾦を、被保険者が請求できない特別な事情があるときに
指定代理請求⼈が請求できる特約です。

指定代理請求特約
（告知ありタイプのみ）

払込免除になる場合特定疾病

ガン責任開始⽇以後に、ガン責任開始⽇前を含めて初めてガンに罹患したと診断確定されたとき
※「ガン責任開始⽇」とは、この特約の責任開始期の属する⽇からその⽇を含めて91⽇⽬をいいます。
※上⽪内ガンは、この特約の払込免除の対象ではありません。

悪性新⽣物
（ガン）

責任開始期以後の疾病を原因として所定の急性⼼筋梗塞または脳卒中を発病し、つぎの
【⼊院】もしくは【⼿術】のいずれかに該当したとき
【⼊院】 つぎのすべてを満たす⼊院をしたとき
① その⼊院が急性⼼筋梗塞または脳卒中を直接の原因とする⼊院であること
② その⼊院が急性⼼筋梗塞または脳卒中の治療を⽬的とした病院または診療所への⼊院であること
【⼿術】 つぎのすべてを満たす⼿術を受けたとき
① 急性⼼筋梗塞または脳卒中を直接の原因とする⼿術であること
② その⼿術が急性⼼筋梗塞または脳卒中の治療を直接の⽬的とした病院または診療所における⼿術であること
③ その⼿術が公的医療保険制度における医科診療報酬点数表によって⼿術料の算定対象として列挙されて

いる⼿術であること

急性⼼筋梗塞
脳卒中

* 次の状態に該当したとき、その後の保険料の払込みが免除となります。

* 告知なしタイプの場合、第1保険期間中は変更はできません。
※ 変更の取扱いができない場合があります。
※ 告知なしタイプの場合、変更後についても、⾼度障害に対する保障はありません。



この保険のリスクと費⽤

■ 株価や債券価格の下落などによる損失のおそれがあります。
株価や債券価格の下落、為替の変動などにより、下記の⾦額＊が「払込保険料の合計額」を下回ることがあります。

積⽴⾦の合計額 解約返戻⾦額 満期保険⾦額

＊減額をした場合は、その解約返戻⾦額との合計額

■ 次の費⽤をご負担いただきます。
① 保険関係費

保険料の収納や保険契約の締結・維持および死亡保障
などに必要な費⽤です。
●保険料の収納に必要な費⽤︓⽉払基準保険料の１％
●特別勘定の管理に必要な費⽤︓積⽴⾦の合計額に

対して年率0.50％
●基本保険⾦額保証に関する費⽤︓積⽴⾦の合計額に

対して年率0.01％
※上記以外の保険関係費は、被保険者の年齢・性別、

保険期間などによって異なるため、⼀律には表⽰
できません。

② 運⽤関係費
特別勘定の運⽤にかかる費⽤です。
●特別勘定の投資対象に応じて、次の費⽤を毎⽇

積⽴⾦から控除します。
・ 投資信託の純資産総額に対しての信託報酬
・ 指数連動債券の純資産総額に対しての管理費⽤

●上記の信託報酬および管理費⽤以外に、信託事務の
処理に要する費⽤や⾦融派⽣商品の取引にかかる
費⽤などがかかります。
※運⽤関係費のうち、信託報酬および管理費⽤以外に

かかる費⽤は、費⽤の発⽣前に⾦額や割合を確定
することが困難なため、これらの⾦額および費⽤の
合計額を表⽰できません。 くわしくは「ご契約のしおり／約款」をご覧ください。

6/7

③ 解約、減額時および払済定額終⾝保険などへの
変更時の費⽤（解約控除）
解約、基本保険⾦額の減額時などに、経過⽉数に応じて
積⽴⾦から控除する費⽤です。
※解約控除は、被保険者の年齢・性別、保険期間など

によって異なるため、⼀律には表⽰できません。

④ 積⽴⾦の移転の費⽤（スイッチング⼿数料）
スイッチングを⾏った際に、特別勘定の積⽴⾦
から控除する費⽤です。
※1保険年度において、12回まではスイッチング⼿数料

はかかりません。

⑤ 年⾦⽀払期間中の費⽤（年⾦管理費）
無配当年⾦特約を付加した場合、年⾦⽀払⽇に
責任準備⾦から控除する費⽤です。



引受保険会社

この資料は、ご契約者さま⽤商品説明資料です。商品の詳細については、次の資料をご覧ください。

ご契約のしおり／約款

 お問い合わせ先

※2025年11⽉時点のサービス内容となります。

• 保障内容（保険⾦額等）の確認
• 積⽴⾦/解約返戻⾦などの照会
• マニュライフ⽣命からのお知らせ
• お問い合わせフォーム
• クレジットカード変更

• ⽣命保険料控除証明書の再発⾏
• 保険証券の再発⾏
• 住所・電話番号の変更
• お⼿続き書類の取り寄せ
（保険料振替⼝座変更、改姓、名義変更、解約） など

■ 契約後の情報提供等

 「変額保険Ⅰ型（有期型）半期運⽤報告書」 （年2回）

 「（特別勘定）決算のお知らせ」 （事業年度末）

特別勘定のしおり

 「変額保険Ⅰ型（有期型）特別勘定運⽤実績のお知らせ」（年2回）

• 積⽴⾦の合計額
• 解約返戻⾦額

• ユニットプライス• ユニット数
• 積⽴⾦異動履歴 など

特別勘定の運⽤実績について、年2回、6⽉、12⽉末の現況等をお知らせします。

• 各特別勘定資産の内訳 • 各特別勘定の運⽤実績 など
各特別勘定の決算内容について、事業年度末の情報を決算確定後にお知らせします。

• ユニットプライスの推移 • 特別勘定が投資する投資信託に関する情報 など
各特別勘定の運⽤概況について、年2回、6⽉、12⽉末の情報をお知らせします。

 その他のお知らせ

その他ご契約全体の内容については、「ご契約内容の⼀覧」を年１回お送りいたします。
解約返戻⾦額が⽬標額に到達し、災害保障付終⾝保険への移⾏が⾏なわれた場合、ご契約者にお知らせします。

 「マニュライフ⽣命マイページ」では、パソコンやスマートフォン等を利⽤して、下記サービスをオンラインでご利⽤いただけます。
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